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連結子会社における損失の計上について 

 

当社子会社であるTokio Marine Financial Solutions Ltd.において、同社が行っていた保証債務に対して下

記の通り損失を計上する見込みとなりましたのでお知らせいたします。 

また上記損失の計上に伴い、当社子会社である東京海上日動火災保険株式会社において、同社が保有する

Tokio Marine Financial Solutions Ltd.株式の評価損を特別損失として計上する見込みとなりましたので、あ

わせてお知らせいたします。 

 

記 

 

１．保証債務に伴う損失の計上 

Tokio Marine Financial Solutions Ltd.において、これまで証券化商品に対する保証を行っておりました

が、当該証券化商品に付与されていた格付けの見直しに伴い、当該保証債務に対する引当金を計上した後に、

当該保証債務を東京海上日動火災保険株式会社に譲渡することとなりました。これに伴う損失が平成25年３月

期 当社（連結）およびTokio Marine Financial Solutions Ltd.（個別）において約220億円発生する見込み

です。 

 

２．子会社株式評価損の計上 

１．記載の損失計上に伴い、東京海上日動火災保険株式会社が保有するTokio Marine Financial Solutions 

Ltd.株式の評価損約470億円が平成25年３月期 東京海上日動火災保険株式会社（個別）において特別損失と

して計上される見込みです。但し、同評価損については連結決算上は消去されるため、連結業績に与える影響

はありません。 

 

３．今後の見通し 

現時点では連結業績予想の修正はありません。 

 

 以上 


